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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和3年12月9日(2021.12.9)
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【手続補正書】
【提出日】令和3年10月26日(2021.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの指示に応じて第１設定項目の設定を変更する変更手段と、
　前記変更手段による第１設定項目の設定の変更に伴って、前記第１設定項目とは異なる
第２設定項目の設定を自動で補正する補正手段と、
　前記補正手段により補正された第２設定項目の設定が複数ある場合に、前記変更手段に
より変更された前記第１設定項目の設定は表示せずに、前記補正された複数の第２設定項
目の設定をまとめて表示するように制御する表示制御手段と、
　前記表示制御手段により表示された第２設定項目の設定をユーザの指示に応じて変更す
るように制御する制御手段と、
　を有することを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、
　前記補正された複数の第２設定項目の設定を、前記補正手段により自動で補正された項
目をユーザが確認するための確認画面において一覧表示するように制御することを特徴と
する請求項１に記載の電子機器。
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【請求項３】
　前記制御手段は、
　前記変更手段により変更された第１設定項目の設定に対して変更を伴わない範囲で、前
記第２設定項目の設定を変更するように制御することを特徴とする請求項１または２に記
載の電子機器。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、
　前記補正手段により補正された第２設定項目の設定を変更するためのユーザの指示に応
じて、前記第１設定項目の設定の変更を必要としない前記第２設定項目の設定を選択可能
に表示し、前記第１設定項目の設定の変更を必要とする前記第２設定項目の設定を選択不
可とするように制御することを特徴とする請求項１ないし３の何れか１項に記載の電子機
器。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、
　前記補正手段により補正された第２設定項目の設定を表示する場合に、設定が変更され
ることにより前記第１設定項目の設定を維持できない第２設定項目の設定に対して、設定
の変更ができないことを識別可能に表示するように制御することを特徴とする請求項１な
いし４の何れか１項に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記表示制御手段は、
　前記補正手段により補正された第２設定項目の設定を表示する場合に、設定が変更され
ることにより前記第１設定項目の設定を維持できない第２設定項目の設定を非表示にする
ように制御することを特徴とする請求項１ないし４の何れか１項に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記補正手段は、
　前記変更手段による第１設定項目の設定の変更に伴って、複数の第２設定項目の設定を
補正する場合、前記複数の第２設定項目の設定を優先順位の順にしたがって補正すること
を特徴とする請求項１ないし６の何れか１項に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記補正手段は、
　前記変更手段による第１設定項目の設定の変更に伴って、複数の第２設定項目の設定を
補正する場合、優先順位が上位である第２設定項目の設定に対して変更を伴わない範囲で
優先順位が下位である第２設定項目の設定を補正することを特徴とする請求項７に記載の
電子機器。
【請求項９】
　前記補正手段は、
　前記制御手段による第２設定項目の設定の変更に伴って、前記第２設定項目とは異なる
第３設定項目の設定を補正することを特徴とする請求項１ないし８の何れか１項に記載の
電子機器。
【請求項１０】
　前記表示制御手段は、
　前記補正手段により補正された第３設定項目の設定を表示するように制御することを特
徴とする請求項９に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記表示制御手段は、
　前記第２設定項目の設定を非表示にした後に、前記第３設定項目の設定を表示するよう
に制御することを特徴とする請求項１０に記載の電子機器。
【請求項１２】
　前記表示制御手段により複数の第２設定項目の設定が表示されている場合に、前記複数
の第２設定項目の設定に対して、ユーザからの変更の指示を一括で受け付ける受付手段を
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有し、
　前記補正手段は、
　前記受付手段によりユーザからの変更の指示を一括で受け付けた後に、前記第３設定項
目の設定の補正を開始することを特徴とする請求項９ないし１１の何れか１項に記載の電
子機器。
【請求項１３】
　前記補正手段は、
　前記第３設定項目の設定を補正する場合に、前記第１設定項目の設定を補正対象から除
外することを特徴とする請求項９ないし１２の何れか１項に記載の電子機器。
【請求項１４】
　前記補正手段は、
前記第１設定項目の設定および前記第２設定項目の設定に対して変更を伴わない範囲で、
前記第３設定項目の設定を補正することを特徴とする請求項９ないし１３の何れか１項に
記載の電子機器。
【請求項１５】
　前記表示制御手段は、
　前記第２設定項目の設定を継続して表示したまま、前記第３設定項目の設定を追加して
表示するように制御することを特徴とする請求項１０に記載の電子機器。
【請求項１６】
　前記表示制御手段は、
　前記第２設定項目の設定を非表示にした後に、ユーザの指示に応じて前記第２設定項目
の設定を再び表示するように制御することを特徴とする請求項１ないし１５の何れか１項
に記載の電子機器。
【請求項１７】
　前記補正手段により補正された第２設定項目の設定を記憶する記憶手段を有し、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段により記憶された第２設定項目の設定に基づいて前記第２設定項目の設定
の表示を再び表示するように制御することを特徴とする請求項１６に記載の電子機器。
【請求項１８】
　ユーザの指示に応じて第１設定項目の設定を変更する変更ステップと、
　前記変更ステップによる第１設定項目の設定の変更に伴って、前記第１設定項目とは異
なる第２設定項目の設定を自動で補正する補正ステップと、
　前記補正ステップにより補正された第２設定項目の設定が複数ある場合に、前記変更ス
テップにより変更された前記第１設定項目の設定は表示せずに、前記補正された複数の第
２設定項目の設定をまとめて表示するように制御する表示制御ステップと、
　前記表示制御ステップにより表示された第２設定項目の設定をユーザの指示に応じて変
更するように制御する制御ステップと、
　を有することを特徴とする電子機器の制御方法。
【請求項１９】
　コンピュータを、請求項１ないし１７の何れか１項に記載の電子機器の各手段として機
能させるためのプログラム。
【請求項２０】
　コンピュータを、請求項１ないし１７の何れか１項に記載の電子機器の各手段として機
能させるためのプログラムを格納したコンピュータが読み取り可能な記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】



(4) JP 2020-71607 A5 2021.12.9

　本発明の電子機器は、ユーザの指示に応じて第１設定項目の設定を変更する変更手段と
、前記変更手段による第１設定項目の設定の変更に伴って、前記第１設定項目とは異なる
第２設定項目の設定を自動で補正する補正手段と、前記補正手段により補正された第２設
定項目の設定が複数ある場合に、前記変更手段により変更された前記第１設定項目の設定
は表示せずに、前記補正された複数の第２設定項目の設定をまとめて表示するように制御
する表示制御手段と、前記表示制御手段により表示された第２設定項目の設定をユーザの
指示に応じて変更するように制御する制御手段と、を有することを特徴とする。
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